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２. ４元スピノールを考慮することにより、Spin、LS 力が自然に入る 




である Bethe-Salplter（BS）方程式を用いて解いた解いた。相対論的 BS 方程式を相対論的な枠組みを保ったまま解
くために波動関数に相当する Bethe-Salpeter amplitude を部分波展開し、運動量の動径に依存する部分と角度部分に
依存する部分に分解した。ここで角度部分の函数には相対論的枠組の特徴である４元スピノル構造を取り入れた定式
化を行った。また動径部分に対する BS 方程式相互作用に対して Separable ansatz を採用した。具体的には相互作用
を反応の前後の相対運動量に依存する函数の積の和を用いて記述できると仮定する。このように仮定すれば一般には
複雑な BS 方程式が非常に簡単に解くことが可能になる。以上の方法論を用いて相対論的な枠組みを保ち、かつ負の
エネルギーの効果を explicit に考慮することを可能にした。 
 我々は BS 方程式を解いた結果を使って、相対論的なインパルス近似を用いて２核子系である重陽子の性質を示す
各種物理量、荷電形状因子、磁気形状因子、４重極形状因子、テンソル偏極量を計算した。その結果、負のエネルギ
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